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日本とドイツ 

～共通点と共に進む未来への可能性～ 

トーマス・ハルテル 

 私のレポートは一人の日本人教育学科女子学生マユミとドイツ人土木工学科学生ユルゲンの対話を中心

に構成されたものだ。この若い二人はフランクフルトのジャパンハウスでの研修中に知り合い、婚約を望

んでいる。彼らは両親に自分たちの決心を説明するために、日本とドイツの関係や彼らの予想と望みにつ

いて話し合っている。その際には共通点を明らかにし、今ある課題についても話し合わなければならな

い。このレポートに続いて、生徒達は二人の学生の議論について討論することになる。この授業時間の目

的は、聴衆が日本への交換留学や研修、学期滞在を計画するためのより詳しい情報や準備を望むきっかけ

を作ることだ。 

 

マユミ：日本とドイツは地理的には遠く離れ言語や文字もかなり異なりますが、振り返れば 160 年以上の

外交関係を誇ります。共に体験してきた、価値に信頼を置くということ、勇敢さ、世界に開かれた態度な

どが二つの国を結び付けています。20 世紀において両国は重大な誤りを犯しました。しかし、そこから学

んでもいます。今日の日本とドイツは世界に開かれ国際貿易を行う自由民主国家です。共に両国は自由世

界の強力な代表でもあります。 

ユルゲン：両国は多大な努力で第二次世界大戦の結果を乗り越えてきました。特に日本は新しい 

時代に果敢に挑戦し、短期間で先進的な技術国家へと発展しました。ドイツの消費者は日本の製品を信頼

しています。そのためドイツの家庭や街角では、車やバイク、工作機器、家電やカメラなど常に日本製品

が見られます。 

マユミ：ドイツが輸出しているのは機械類及び医薬品です。双方の経済的成功は研究開発に基づいていま

す。両国の徹底的な協力によって、これらの領域においての互いの利益に相乗効果をもたらすでしょう。

それは、たとえば産業や学術においての統一基準やプラグの標準化などを通して起こります。 

ユルゲン：技術的経済的な成功の基盤は原材料ですが、両国ともこれは輸入しなくてはなりません。最近

の政治的な出来事により、これらの原材料、特に化石燃料が世界的規模で不足し価格高騰しています。こ

の点において日本とドイツは購入国として協調し、原料カルテルへの対抗勢力を形成するべきでしょう。 

マユミ：世界中でプラスティックゴミによる海洋汚染が大きな問題となってきており、特に島国である日

本が直面している問題でもあります。日本の紙を折る技術である折り紙は、品物を安定的で魅力的に、ま

た同時に環境に優しく包み提供するのに使われます。段ボールを使っても、この技術で短時間に使用可能

な家具を作ることができます。 

ユルゲン：私は未来の建築家として特に、人の手を借りずコンピューター制御で家全体を建てることがで

きる日本の建築機械に興味があります。 

マユミ：未来の教師である私にとってはドイツの学校システム、その中でも特に、実習生の職業学校と企

業での並行実習という二方向性訓練が興味深いです。政治と職業教育分野において興味 

を惹かれるのは、従業員代表が企業の管理機関や監査役員会に選任されるという、ドイツの共同決定シス

テムです。 

ユルゲン：より重要な実習のヒント：それぞれ外国で受け入れられるために重要なことは、現地の習慣、

テーブルマナー、行動ルールに注意を払うことです。例えば日本では、住居に入る際には靴を脱ぎ、浴槽

に入る前には体を洗います。ドイツでビールを飲む場合は、主催者が「乾杯」と言うまで飲むのを待ちま

す。 

マユミとユルゲンは自分たちの子供を公平に協力して育てたいと思っている。両親がそれぞれの言語を習

得していない間は、マユミは彼女の母語である日本語で、ユルゲンは父祖伝来のドイツ語で、そして一緒

の時は英語で話すことになる。そのようにして、文化を仲介する世界市民の新世代が三つの母国語の中で

成長する。マユミとユルゲンの関係は、お互いの愛情、尊敬、豊かな要素としての違いや多様性における

調和を共に体験すること、に基づいている。このカップルの共同生活は、両国の協調の機会をはっきり示

してくれると同時に、そのモデルであり実践プログラムでもあるのだ。 

（日本語訳：佐藤 恵美） 


